
 

 

 

 

東京都市大学の情報システムに関する 

情報セキュリティポリシー 

 

第 1 部：基本方針 

 

 

制定：平成25年 2月18日 

改正：平成25年 7月15日 

平成28年 3月14日 
  



（基本理念及び目的）  

第 1 条 情報資産は、東京都市大学（以下「本学」という。）にとって重要な資産である。

本学は教育・研究を理念としており、この理念を達成するため情報資産を保有し、収集、

格納、活用という手段に依存している。情報資産が守られなければ、本学の教育・研究活

動の停滞、本学に対する信頼の喪失などといった被害を受けたり、加害者となる可能性が

ある。したがって、教職員、学生、及びすべての関係者が不断の努力をもって、本学の情

報資産の機密性、完全性、可用性に配慮し、保全しなければならない。そのために、情報

を取り扱う教職員、学生、及びすべての関係者がそれぞれの役割の中で、遵守すべき情報

セキュリティ対策の包括的な基準として、「東京都市大学の情報システムに関する情報セ

キュリティポリシー」（以下「ポリシー」という。）を策定し、それに準拠した実施手順等

を定め運用することにより、必要な情報セキュリティを確保することとする。 

 

（役割と位置づけ） 

第 2 条 ポリシーにはこの基本方針及び情報セキュリティポリシー対策基準が含まれる。

基本方針は情報セキュリティ対策文書の最高位に位置する。情報セキュリティポリシー

対策基準は基本方針に基づいて別途定める。また、ポリシーは、本学が保有する情報資産

を正しく取り扱うこと、学長を筆頭にすべての構成員に、情報を正しく取り扱うための指

針となる役割を持っている。 

 

（見直しと更新） 

第 3 条 本学の情報資産を守るためには、常に最新の情報を取得し、適切な物理的・人的・

技術的セキュリティが実施されているか定期的に調査・監督を実施しなければならない。

改善が必要と認められた場合は、速やかにポリシーの更新を行わなければならない。 

 

（法令等遵守） 

第 4 条 情報及び情報システムの取り扱いに関しては、法令及び規則等（以下「関連法令

等」という。）においても規定されているため、情報セキュリティ対策を実施する際には、

ポリシーのほかに関連法令等（個人情報保護法、不正アクセス禁止法等）を遵守しなけれ

ばならない。 

 

（適用対象範囲） 

第 5 条 ポリシーは、「情報資産」を守ることを目的に作成されている。ポリシーにおいて

対象とする「情報資産」は、次に掲げるものとする。 

（1）対象となる情報は、電子化された情報すべてとする。 

（2）対象となる情報システムには、情報を電子的に処理するためのハードウェア、ソフト

ウェア、ネットワークのほか、運用管理及び保守に必要な電子化された文書も含む。 



（適用対象者） 

第 6 条 ポリシーは、第 5 条に掲げる情報及び情報システムを取り扱うすべての構成員に

適用する。ここでいう構成員は、教職員、非常勤講師、学部学生、大学院学生、研究生、

科目等履修生、特別聴講学生等の大学構成員と委託業者、来学者等とする。 

 

（評価） 

第 7 条 この基本方針及び情報セキュリティ対策の評価、情報システムの変更、新たな脅

威の発生等を踏まえ、ポリシー及びそれに基づく実施手順の点検・評価を定期的に実施し

て見直しを図ることとする。 

 

（用語の定義） 

第 8 条 ポリシーにおける用語の定義は、JISQ27000 に準ずる。 

 

（所管部署） 

第 9 条 この基本方針の所管部署は、事務局総合情報システム部情報運用課とする。 

 

（基本方針の改廃） 

第 10 条 この基本方針の改廃は、情報基盤センター運営会議が発議し、大学協議会の議を

経て、学長が行う。 

 

付 則（平成 28 年 3 月 14 日） 

この基本方針は、平成 28 年 4 月 1 日から施行する。 

 


